


 

　
村
民
の
み
な
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
に
対
す
る

深
甚
な
る
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
八
月
の
村
長
選
挙
で
は
、
村
民
の
み
な

さ
ま
の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
村
長
と
し
て
就
任

し
、
早
い
も
の
で
四
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

村
議
会
、
村
関
係
者
を
は
じ
め
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の

貴
重
な
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
日
々
行
政
執
行
に

あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
私
の
政
治
信
条
で
あ
り

ま
す
誠
実
、
謙
虚
を
貫
き
、
民
意
が
正
し
く
反
映
さ
れ

た
民
主
的
行
政
運
営
を
行
い
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
身

近
な
生
活
環
境
の
改
善
と
安
全
を
重
視
し
た
住
み
や
す

い
村
づ
く
り
に
向
け
日
夜
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　
就
任
当
初
掲
げ
ま
し
た
公
約
、
児
童
館
建
設
を
視
野

に
入
れ
た
学
童
保
育
の
充
実
、
内
野
保
育
所
の
建
替
え
、

内
野
地
区
活
性
化
を
基
本
に
し
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
杜

公
園
事
業
の
見
直
し
、
平
山
地
区
の
上
水
道
整
備
、
村

内
公
募
を
基
本
と
し
た
一
般
競
争
入
札
の
導
入
、
ど
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
年
を
実
現
実
行
の
元
年
と

し
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
村
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か

し
く
も
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
る
こ
と
を
御
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
あ
い
さ
つ�

忍 

野 

村 

長�

天
　
野
　
康
　
則�

米
　
山
　
清
　
光�

渡
　
邉
　
八
　
嗣�

小
山
田
　
一
　
夫�

天
　
野
　
千
　
文�

三
　
浦
　
哲
　
朗�

後
　
藤
　
義
　
長�

後
　
藤
　
照
　
義�

渡
　
邉
　
徳
　
長�

大
　
森
　
勝
　
人�

渡
　
邉
　
理
　
男�

後
　
藤
　
徳
　
男�

天
　
野
　
弥
　
一�

天
　
野
　
隆
　
仁�

大
　
森
　
周
　
太
　�

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を�

申
し
上
げ
ま
す�

（
議
席
順
）

忍 

野 

村 

議 

会�

忍 

野 

村 

議 

会�

2 Oshino vill



 

■歳入歳出予算の執行状況（平成14年度からの繰越分を含む）�

■村税の収入状況�

■積立金の状況�

■村債の状況�

　◇一般会計�

（歳　入）� （単位：千円）�

（単位：千円）�

◇特別会計�
（単位：千円）�

（単位：千円）�

（単位：千円）�

（単位：千円）�

（支　出）� （単位：千円）�（収　入）� （単位：千円）�

（支　出）� （単位：千円）�（収　入）� （単位：千円）�

（歳　出）�

■水道事業企業会計�
《平成15年度上半期資本的収入及び支出》�

《平成15年度上半期収益的収入及び支出》�

科　　  目� 予 算 現 額� 収 入 済 額�
会　計　名� 予 算 現 額� 収 入 済 額� 支 出済 額�

会　計　名� 14年度末残高�15年度上期増減�15年９月末残高�

14年度末残高�15年度上期増減�15年９月末残高�会　計　名�

科　　  目� 予 算 現 額� 支 出済 額�

科　　  目� 予 算 現 額� 支 出済 額�

税　　  目� 収 入 済 額�

科　　  目� 予 算 現 額� 収 入 済 額�

科　　  目� 予 算 現 額� 収 入 済 額�

村 税�

国県支出金

そ の 他�

1,676,504

521,768

1,494,249

3,692,521 2,232,563

1,645,608

40,542

546,413

議 会 費�

総 務 費�

民 生 費�

衛 生 費�

農林水産業費�

商 工 費�

土 木 費�

消 防 費�

教 育 費�

公 債 費�

諸支出金等�

63,620

513,509

494,450

318,523

128,291

63,767

1,039,618

119,555

501,172

429,665

20,351

28,000

229,305

175,350

150,080

34,668

32,795

137,689

83,367

208,950

273,543

15

村 民 税�

固定資産税

軽自動車税

村たばこ税�

特別土地保有税�

入 湯 税�

796,077

809,162

11,534

28,835

0

0

資本的収入�

加 入 金�

124

124

113

113

水道事業収益�

営 業 収 益�

営業外収益�

49,138

33,389

15,749

19,900

19,890

10

水道事業費用�

営 業 費 用�

営業外費用�

49,138

28,669

20,469

18,722

9,321

9,401

資本的支出

建設改良費

企業債償還�

28,941

11,439

17,502

8,633

0

8,633

計

3,692,521 1,353,762計

1,645,608計

国民健康保険�

老 人 保 健�

下水道事業�

人づくり資金貸付�

介 護 保 険�

デイサービスセンター�

在宅介護支援センター�

622,582

462,577

317,647

64,525

184,718

79,294

23,950

171,555

171,559

28,545

29,995

61,866

34,503

2,418

268,218

171,968

102,893

58,805

80,891

27,108

9,722

一 般 会 計�

国民健康保険�

土地開発基金�

介 護 保 険�

2,701,059

141,185

309,863

4,824

△117,985

2

0

0

2,583,074

141,187

309,863

4,824

一 般 会 計�

下水道事業�

デイサービスセンター�

3,269,857

1,754,944

120,751

△220,966

　　32,802

　3,529

3,048,891

1,722,142

117,222

※上記には、減価償却費が含まれていません。

科　　  目� 予 算 現 額� 支 出済 額�

：
�

忍 野 村 財 政 状 況 の 公 表（上半期）�
平成15年４月１日～平成15年９月30日までの財政状況を公表します。
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　平成１４年度の主な事業として、生涯学習施設建設事業、村道整備事業等が実施され、この１２月の定例議会
で決算が承認されました。�
　以下に示すグラフ等は平成１４年度の決算を色々な角度から分析したもので皆様の生活と家計に密接につなが
りをもつ村民の家計簿です。�
　より良い村づくりのため、村の決算について皆で考えてみましょう。�

繰入金�
307,775
(7.5%)

 県支出金�
140,193
(3.4%)

繰越金�
174,995
(4.2%)

財産収入�
2,742
(0.1%)

　 村債�
360,400
(8.7%)

    その他�
436,660
(10.5%)

地方交付税�

(0.2%)

商工費�
66,907
(1.7%)

消防費�
143,625
(3.6%)

公債費�
417,568
(10.4%)

諸支出金�
18,020
(0.4%)

議会費�
58,731
(1.5%)

衛生費�
273,075
(6.8%)

農林水産業費�
114.337
(2.8%)

（単位：千円）�

（単位：千円）�

一般会計歳入歳出決算の状況�

■歳入合計　4,020,083千円�

■歳出合計　4,020,083千円�

　村民１人当たりの歳入歳出の状況�

村 税�
国 庫 支 出 金�
村 債�
繰 入 金�
県 支 出 金�
繰 越 金�
財 産 収 入�
地 方 交 付 税�
そ の 他 （ 小 計 ）�

歳 入 合 計�

財 政 力 指 数�
平成14年度繰越財源�

1 , 9 3 9 , 3 0 9
7 7 1 , 0 9 0
3 6 0 , 4 0 0
3 0 7 , 7 7 5
1 4 0 , 1 9 3
1 7 4 , 9 9 5
2 , 7 4 2
7 , 2 2 8

4 3 6 , 6 6 0
8 6 , 4 9 0
1 0 4 , 2 6 8
3 4 , 6 4 5
3 1 , 0 9 1
1 8 , 8 1 9
3 3 , 9 4 6
1 6 , 9 1 0
1 , 1 0 0
7 3 0
3 7 1

1 0 8 , 2 9 0
4 , 1 4 0 , 3 9 2

1 . 0 9 4
1 2 0 , 3 0 9

46 .8
18 .6
8 .7
7 .5
3 .4
4 .2
0 .1
0 .2
10 .5
2 .1
2 .5
0 .8
0 .8
0 .5
0 .8
0 .4

2 .6
100 .0

村 税�
国 庫 支 出 金�
村 債�
繰 入 金�
県 支 出 金�
繰 越 金�
財 産 収 入�
地 方 交 付 税�
そ の 他�
歳 入 合 計�

2 2 7 , 9 9 3
9 0 , 6 5 3
4 2 , 3 7 0
3 6 , 1 8 3
1 6 , 4 8 2
2 0 , 5 7 3

3 2 2
8 4 9

5 1 , 3 3 6
4 8 6 , 7 6 1

46 .8
18 .6
8 .7
7 .5
3 .4
4 .2
0 .1
0 .2
10 .5
100 .0

（単位：千円、％）�

Ｈ15・3・31 現在　人口 8,506人�

�

�

�

�

地方消費税交付金�
分担金及び負担金�
使用料及び手数料�
地 方 譲 与 税�
自動車取得税交付金�
諸 収 入�
利 子 割 交 付 金�
寄 付 金�
交通安全対策特別交付金
国有提供施設等所在市町村助成交付金�
地 方 特 例 交 付 金�

区　　　　分� 決　算　額　� 構 成 比　�

議 会 費�
総 務 費�
民 生 費�
衛 生 費�
農 林 水 産 業 費�
商 工 費�
土 木 費�
消 防 費�
教 育 費�
公 債 費�
諸 支 出 金�
歳 出 合 計�

6 , 9 0 5
7 6 , 0 0 3
6 1 , 2 0 6
3 2 , 1 0 4
1 3 , 4 4 2
7 , 8 6 6

1 4 8 , 6 0 4
1 6 , 8 8 5
5 8 , 3 9 3
4 9 , 0 9 1
2 , 1 1 8

4 7 2 , 6 1 7

1 .5
16 .1
13 .0
6 .8
2 .8
1 .7
31 .4
3 .6
12 .3
10 .4
0 .4

100 .0

区　　　　分� 決　算　額　� 構 成 比　�

【歳入別】�

【目的別】�

（単位：円、％）�

（単位：円、％）�

7,228

暮らしと村政  平成14年度決算報告�

村税�
1,939,309
(46.8%)

国庫支出金�
771,090
(18.6%)

土木費�
1,264,026
(31.4%)

総務費�
646,480
(16.1%)

教育費�
496,694
(12.3%)

民生費�
520,620
(13.0%)
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（単位：千円）�

（単位：千円）�

■歳出合計　4,020,083千円�

■平成14年度末地方債現在高の状況�

維持補修費�
32,161
(0.8%)

積立金�
11,749
(0.3%)

投資及び出資金貸付金�
7,321
(0.2%)

 補助費�
375,996
(9.4%)

 繰出金�
296,410
(7.4%)

 扶助費�
139,370
(3.4%)

　村民１人当たりの歳出の状況�
Ｈ15・3・31 現在　人口 8,506人�

人 件 費�
物 件 費�
維 持 補 修 費�
扶 助 費�
補 助 費�
公 債 費�
投資及び出資金貸付金�
普 通 建 設 事 業 費�
積 立 金�
繰 出 金�
歳 出 合 計�

一 般 公 共 事 業 債�

一 般 単 独 事 業 債�

公 営 住 宅 建 設 事 業 債�

義 務 教 育 施 設 整 備 債�

厚 生 福 祉 整 備 債�

財 源 対 策 債�

県 振 興 資 金�

減 税 補 て ん 債�

臨 時 税 収 補 て ん 債�

臨 時 財 政 対 策 債�

合 計�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10�

9 6 , 7 1 5
8 0 , 9 4 8
3 , 7 8 1
1 6 , 3 8 5
4 4 , 2 0 4
4 8 , 0 7 7

8 6 1
1 4 5 , 4 1 8
1 , 3 8 1
3 4 , 8 4 7
4 7 2 , 6 1 7

8 2 , 9 1 5

5 3 2 , 2 5 7

1 4 9 , 6 2 8

1 , 6 7 8 , 3 0 2

1 7 5 , 5 5 5

1 9 , 2 1 3

4 1 9 , 4 5 0

9 6 , 4 9 0

5 9 , 5 6 9

3 , 2 1 3 , 3 7 9  

5 3 6 , 7 1 7 , 3 6 9

5 3 4 , 7 1 7 , 5 9 0

4 5 3 , 5 1 6 , 2 9 3

4 5 3 , 2 6 4 , 0 2 9

3 1 7 , 0 4 2 , 1 5 7

3 1 5 , 4 1 9 , 4 4 5

5 6 , 1 3 9 , 8 4 3

4 9 , 7 2 1 , 0 9 5

1 5 8 , 0 4 4 , 2 0 1

1 5 1 , 6 7 0 , 1 4 4

6 8 , 0 2 0 , 5 0 7

6 6 , 7 3 7 , 2 4 1

1 9 , 4 2 6 , 8 3 5

1 8 , 5 6 9 , 5 4 5

5 5 , 0 0 0

1 2 5 , 7 0 0

3 7 , 9 0 0

1 4 1 , 8 0 0

3 6 0 , 4 0 0

1 2 , 0 0 6

8 8 , 7 6 0

9 , 4 2 1

8 2 , 2 0 2

1 5 , 2 0 3

3 , 0 1 1

7 8 , 3 9 0

1 1 , 7 3 5

3 , 1 9 4

3 0 3 , 9 2 2

7 0 , 9 0 9

4 9 8 , 4 9 7

1 4 0 , 2 0 7

1 , 5 9 6 , 1 0 0

1 6 0 , 3 5 2

1 6 , 2 0 2

4 6 6 , 7 6 0

1 2 2 , 6 5 5

5 6 , 3 7 5

1 4 1 , 8 0 0

3 , 2 6 9 , 8 5 7

20 .4
17 .1
0 .8
3 .4
9 .4
10 .2
0 .2
30 .8
0 .3
7 .4

100 .0

区　　　　分� 決　算　額　� 構 成 比　�
（単位：円、％）�

区　　　　　　　分�
13年度末現在高�

（ア）�

14年度末現在高�

（ア）＋（イ）－（ウ）＝（エ）�

14    年    度    の    異    動�

発   行   額（イ）� 償   還   額（ウ）�

※村民１人当たりの借金状況（Ｈ15．３．31現在　人口8,506人）  384,417円�

【特別会計】�

【企業会計】�

国 民 健 康 保 険�

老 人 保 健�

下 水 道 事 業�

人 づ く り 資 金 貸 付 事 業�

介 護 保 険 事 業�

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 事 業�

在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 事 業�

水道事業（収益的収入及び支出）�

収　　入�

支　　出�

収　　入�

支　　出�

収　　入�

支　　出�

収　　入�

支　　出�

収　　入�

支　　出�

収　　入�

支　　出�

収　　入�

支　　出�

（単位：円）�

一般会計性質別経費の状況�

 普通建設事業費�
1,236,930
(30.8%)

 人件費�
822,661
(20.4%)

 物件費�
688,544
(17.1%)

 公債費�
408,941�
�(10.2%)

4 5 , 1 1 0 , 2 5 8

9 5 , 8 7 2 , 2 8 2

収　　入�

支　　出�

（単位：円）�
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村
で
は
、
30
歳
以
上
の
方
が
年
一

回
、
無
料
で
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
指
定

医
療
機
関
に
直
接
受
診
し
、
検
診
の

希
望
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

問
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
が
ん
検
診
の
結
果
は
、
文
書

に
て
通
知
し
ま
す
が
、
乳
が
ん
検
診

は
そ
の
場
で
結
果
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
乳
房
Ｘ
線
撮
影
法
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
）
、
超
音
波
検
査
法
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
実
費
と
な
り
ま
す
。

※
注
意
事
項

（
乳
が
ん
検
診
）

　
月
経
終
了
後
の
乳
房
が
柔
ら
か
い

時
が
適
切
で
す
。
乳
房
が
張
っ
て
い

る
時
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

（
子
宮
が
ん
検
診
）

　
月
経
中
、
性
交
後
、
膣
洗
浄
後
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

　　　
当
て
は
ま
る
数
が
多
い
ほ
ど
発
生

の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

①
40
歳
以
上
で
あ
る

②
血
縁
に
が
ん
疾
患
に
か
か
っ
た
人

が
い
る

③
乳
腺
疾
患
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

る④
初
潮
年
齢
が
早
い
（
12
歳
以
下
）

⑤
高
齢
出
産
（
初
産
が
30
歳
以
上
）

で
あ
る

⑥
出
産
回
数
が
少
な
い

⑦
妊
娠
未
経
験
者
で
あ
る

⑧
高
た
ん
ぱ
く
、
高
脂
肪
の
食
事
が

多
い

①
初
潮
が
早
い
（
12
歳
以
下
）

②
性
体
験
が
早
い

③
出
産
経
験
が
早
く
、
出
産
回
数
が

多
い

④
タ
バ
コ
を
吸
う

①
不
妊
症
、
月
経
異
常
、
不
正
出
血

な
ど
が
あ
る

②
血
糖
値
が
高
い
、
高
血
圧
気
味
で

あ
る

③
血
縁
に
が
ん
疾
患
に
か
か
っ
た
人

が
い
る

④
高
脂
肪
、
高
た
ん
ぱ
く
の
食
事
を

と
る
機
会
が
多
い

　
《
生
活
様
式
の
変
化
で�

　
　
　
　
　
　
増
え
る
乳
が
ん
》

　　
乳
が
ん
は
従
来
、
欧
米
に
多
く
、

日
本
で
は
少
な
い
『
が
ん
』
で
し
た

が
、
近
年
、
発
生
率
、
死
亡
率
と
も

に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
原

因
は
、
女
性
を
取
り
巻
く
生
活
様
式

の
欧
米
化
、
そ
れ
に
伴
う
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
　

�

　　
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
が
多
く
、
近

年
は
30
歳
代
の
患
者
も
増
え
て
い
ま

す
。

�

　　　　
乳
が
ん
の
95
％
は
、
し
こ
り
で
発

見
さ
れ
ま
す
。
こ
の
し
こ
り
が
小
さ

な
う
ち
に
、
で
き
れ
ば
１
セ
ン
チ
以

下
の
段
階
で
発
見
し
て
早
期
に
取
り

除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
完
治
し

ま
す
。

　
乳
房
は
体
の
表
面
に
あ
る
の
で
、

自
分
で
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
己
検

診
法
と
医
師
に
よ
る
定
期
検
診
で
、

早
期
発
見
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
し

ま
し
ょ
う
。

�

《
早
期
発
見
で
ほ
と
ん
ど
治
る
、
　

　
子
宮
頸
部
が
ん
》

　
子
宮
の
入
り
口
の
部
分
に
で
き
る

子
宮
頸
部
が
ん
は
、
日
本
人
に
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
検
診
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、
早
期
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
死
亡
率
は
年
々
低
下
し

て
い
ま
す
。

　
食
生
活
を
中
心
に
生
活
様
式
全
般

が
欧
米
化
し
て
き
た
こ
と
が
女
性
の

体
質
に
変
化
を
与
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　

　
子
宮
の
奥
に
で
き
る
体
部
が
ん
の

症
状
の
ほ
と
ん
ど
で
出
血
が
見
ら
れ

ま
す
の
で
、
閉
経
期
前
後
の
不
正
出

血
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

《
子
宮
が
ん
に�

　
　
　
か
か
り
や
す
い
年
齢
》
　

　
早
期
の
子
宮
頸
部
が
ん
は
40
歳
代

か
ら
60
歳
代
に
か
け
て
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
一
方
、
子
宮
体
部
が
ん
は
、

40
歳
以
上
に
急
増
し
、
50
歳
以
上
の

閉
経
し
た
女
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

閉
経
後
も
定
期
検
診
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
お
問
い
合
わ
せ
先

　
忍
野
村
役
場
　
福
祉
保
健
課

　
℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
５

健康福祉メモ�

30
歳
を
過
ぎ
た
ら
、�

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
！�

乳
が
ん�

子
宮
頸
部
が
ん�

子
宮
体
部
が
ん�

乳
が
ん
の
現
状�

子
宮
が
ん
の
現
状�

インフルエンザ・SARSについての相
談窓口が開設されました。�
開設時期／平成15年10月20日から　
　　　　　平成16年３月19日�
対応日時／月曜日から金曜日（祝日　
　　　　　を除く）9：30～17：00�
TEL  03-3200-6784�
FAX 03-3200-5209�
E-mail inful@npo-bmsa.org�
�
SARSについては、吉田保健所でも引
き続き電話相談ができます。�
対応日時／月曜日から金曜日（祝日を
　　　　　除く）8：30～17：00�
TEL  0555-24-9035

　台所用合成洗剤がＳＡＲＳコロナウイルス
に有効であることが確認され、家庭などでの
消毒としても利用できます。おおむね、１リ
ットルのぬるま湯に対して、５から１０ｃｃ
程度以上の台所用合成洗剤を加えたもので対
応してください。冷たい水よりも、ぬるま湯
のほうが、溶けやすく、効果的と考えられま
す。�

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
実
施
医
療
機
関
名
簿�

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
受
診
し
て
下
さ
い
。�

（
順
不
同
）�

天 野 医 院�
大 田 屋 外 科 医 院�
奥 脇 外 科 医 院�
新西原クリニック�
高 橋 外 科 医 院�
富士吉田市立病院�
加 賀 谷 医 院�
羽田レディースクリニック
鈴 木 医 院�
深 沢 医 院�
堀内産婦人科医院�
小 佐 野 医 院�
渡 辺 医 院�
山 梨 赤 十 字 病 院�
山 岸 外 科 医 院�
宮下医院（明見）�

2 2 - 4 8 0 0 �
2 4 - 0 6 7 8 �
2 2 - 0 1 2 9 �
2 4 - 9 9 1 1 �
2 2 - 5 2 0 0 �
2 2 - 4 1 1 1 �
2 3 - 2 4 5 0 �
3 0 - 0 3 1 1 �
2 3 - 7 0 7 5 �
2 4 - 1 1 8 3 �
2 2 - 1 1 5 1 �
7 2 - 0 5 7 6 �
7 2 - 2 8 3 5 �
7 2 - 2 2 2 2 �
7 2 - 2 6 7 1 �
2 2 - 5 6 8 7

月～土 9：00～11：30／3：30～5：30 　但し火、土は午前のみ、木は休診�
月～土 9：00～12：00／3：00～5：30 　但し火、木、土は午前のみ�
月～土 9：00～12：00�
月～土 9：00～12：00／2：00～5：00 但し木は午後のみ、水、土は午前のみ�
月～金 8：30～11：00／2：00～4：00　 但し木、土は午後休診�
水、木、金、土 8：30～11：00　診療科は外科�
月～土 9：00～12：00／3：00～6：00 　但し木、土は午前のみ�
月～土 8：30～１：00／2：30～7：00　但し木、土は午前のみ�
月～水、金 9：00～12：00／3：00～6：00 　但し土は9：00～12：00／１：00～4：00�
月～金 9：00～11：30�
月～日 9：00～12：00／4：00～6：00 　但し木は午前のみ、土、日は不定休�
月～土 9：00～12：00／2：00～5：00　 但し土は午前のみ�
月～土 9：00～11：00�
月～土 8：00～11：00　※診療科は外科　第４土曜日は休み�
月～土 8：00～12：00／１：00～5：00　 但し木、土は午前のみ�
月～日 9：00～12：00／2：00～7：00   但し日は5：00まで  火・金は休診�

○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
×�
×�
×�
○�
×�
○�
○�
○�

×�
×�
×�
×�
×�
×�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
×�
×�
×�

医   療   機   関� 電話番号� 乳� 検　診　受　付　時　間�子宮�

（平成15年4月現在）�

《
あ
な
た
の
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
》�

《
乳
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
年
齢 

》�

《
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
年
一�

　
回
の
定
期
検
診
と
月
一
回
の
自�

　
己
検
診
を
》�

《
増
え
は
じ
め
た
子
宮
体
部
が
ん
と�

　
卵
巣
が
ん
》�



 

　
足
の
爪
は
、
指
先
を
保
護
す
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
爪
が
な
け
れ

ば
、
身
体
が
揺
れ
た
り
倒
れ
た
り
し

な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

　
足
の
指
や
爪
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

と
、
立
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
こ
と

が
減
る
た
め
、
筋
肉
の
衰
え
に
つ
な

が
り
や
す
く
、
外
出
が
お
っ
く
う
に

な
り
、
人
と
の
交
流
や
楽
し
み
ご
と

が
減
り
、
閉
じ
こ
も
っ
た
生
活
に
な

り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
足
元
が
不
安

定
に
な
る
た
め
、
歩
き
方
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
で

つ
ま
ず
い
た
り
、
転
ん
で
し
ま
っ
た

り
し
ま
す
。
転
倒
し
、
骨
折
す
る
と
、

最
悪
の
場
合
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
足
の
状
態
に
注
意
し
て
こ
ま
め
に

手
入
れ
を
し
た
り
、
自
分
の
足
に
合

っ
た
靴
を
利
用
し
て
「
足
の
健
康
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
自
宅
で
出
来
る
足
と
爪
の
ケ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
図
参
照
）

・
重
く
な
い
も
の

・
足
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
サ
イ
ズ
　

　
で
履
き
心
地
が
よ
い
も
の

（
先
の
尖
っ
た
も
の
や
窮
屈
な
靴
　

　
は
避
け
ま
し
ょ
う
）

・
歩
く
と
き
に
脱
げ
な
い
も
の

・
ゴ
ム
製
の
滑
り
止
め
が
つ
い
た
　

　
も
の
（
底
の
す
り
減
っ
た
靴
は
　

　
滑
り
や
す
く
、
危
険
な
の
で
靴
　

　
底
は
定
期
的
に
調
べ
ま
し
ょ
う
）

※
歩
く
と
き
は
、
な
る
べ
く
運
動
靴

を
利
用
し
、
草
履
や
サ
ン
ダ
ル
な
ど

の
利
用
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

靴 

え 

ら 

び 

の 

ポ 

イ 

ン 

ト�
�

気をつけよう　   の� －足とつめのケア－�足� 健康�
●用意するもの�

●指の間、足の裏、かかとや土踏まずな�
　どを丁寧に洗います。�

せっけん�
やわらかい歯ブラシ�
タオル�
つめ切り�
つめやすり�

① 足を洗い角質をとりましょう�

② 皮膚の状態をよく見ましょう�
　よく見て、ひど�
くなる前の発見が�
ポイントです。�

③ 爪を正しく切り削りましょう�
１　つめは足の指の形通り�
　　にまっすぐ切ります。�
２　つめを切った後は、つ�
　　め用のやすりで切り口�
　　を両側からつめの中央�
　　に向かって削ります。�
　　決してゴシゴシと往復�
　　して削らないように。�

こんなふうになっていたら要注意�
つめについて�
●つめが伸びすぎている●変形、変色している�
●つめが厚くなっている●巻きつめになっている�
皮膚について�
●角質が増えている●色がおかしいところがある�
●水ほうができている●ジクジクしている�
●炎症や潰瘍がある●皮膚が硬くなっている�
●タコ・ウオノメができている�

7 Oshino vill

●つめの周囲や皮の厚い部分を泡立て�
　た歯ブラシで軽くこすり、角質をと�
　りのぞきます。毎日足を洗うことが�
　水虫（白癬症）の予防になります。�

高齢者の介護に関する相談は、下記までご連絡下さい。�

忍野村在宅介護支援センター（忍野村保健福祉センター内）　TEL 20-5211（直通）�

　新しい年とともに「在宅介護支援センター情報」も名称をリニューアルしました。今後も介護保険制度・介護情報や介護方法などを簡単
に分かりやすく紹介していきたいと思います。�
　今月は、転倒・骨折の予防にも大切な「足の健康」について紹介します。�

さ わ や か 介 護 通 信�

はく    せん�



 

8 Oshino vill

二
百
年
の
子
供�

  

大
江
健
三
郎 

（
お
お
え
・
け
ん
ざ
ぶ
ろ
う
） 

著

　
三
人
の
子
供
た
ち
が
森
の
中
の
不

思
議
な
木
の
う
ろ
に
入
り
込
み
、
時

空
の
旅
に
出
て
、
こ
の
国
の
過
去
と

未
来
に
出
会
う
。
果
た
し
て
、
輝
け

る
未
来
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
が
描
く
冒
険
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
小
説
。�

段
取
り
力
「
う
ま
く
い
く
人
」
は
こ

こ
が
ち
が
う�
      

齋
藤
　
孝
（
さ
い
と
う
・
た
か
し
） 

著

　
　
物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
は

、
能
力
の
せ
い
で
は
な
か
っ
た
。
段

取
り
が
悪
い
か
ら
だ
っ
た
。
自
分
に

あ
っ
た
段
取
り
の
ス
タ
イ
ル
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
、
仕
事
も
家
事
も
う

ま
く
い
く
。
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

の
段
取
り
力
は
・
・
・
。
こ
こ
で
も

、
齋
藤
メ
ソ
ッ
ド
が
登
場
か
。�

�

獄
中
記
　
〜
地
獄
編
〜�

　  
　   

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ー
チ
ャ
ー 

著�
　
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
し

て
、
元
英
国
下
院
議
員
の
ア
ー
チ
ャ

ー
が
偽
証
罪
に
問
わ
れ
、
禁
固
４
年

の
実
刑
を
受
け
た
日
々
を
克
明
に
綴

っ
た
衝
撃
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

始
ま
り
は
、
些
細
な
「
政
治
家
」
の

嘘
だ
っ
た
・
・
・
。�

�

バ
ー
テ
ィ
ミ
ア
ス�

  

〜
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
秘
宝
〜�

　  

　   

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ラ
ウ
ド 

作�

　
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
出
現
と
な
る
か
。
舞
台
は
現

代
の
街
ロ
ン
ド
ン
。
ヒ
ヨ
ッ
コ
魔
法

使
い
の
ナ
サ
ニ
エ
ル
と
、
二
流
の
妖

霊
バ
ー
テ
ィ
ミ
ア
ス
が
邪
悪
な
魔
法

使
い
サ
イ
モ
ン
に
挑
む
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。�

�

お
い
、
ブ
ッ
シ
ュ
、
世
界
を
返
せ�

　
　 

　   

マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア 

著�

　
ブ
ッ
シ
ュ
の
最
大
の
敵
、
ム
ー
ア

が
「
ア
ホ
で
マ
ヌ
ケ
な
ア
メ
リ
カ
白

人
」
に
続
い
て
放
つ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
。
悪
い
の
は
イ
ラ
ク
じ
ゃ
な
い
。

戦
争
の
理
由
は
い
つ
も
石
油
。
本
当

に
悪
い
の
は
誰
。
全
米
で
既
に
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
。�

�

ト
リ
ビ
ア
の
泉  

４�
  

　 

フ
ジ
テ
レ
ビ
ト
リ
ビ
ア
普
及
委
員
会 

編�

　
ザ
リ
ガ
ニ
の
お
し
っ
こ
は
顔
か
ら

出
る
。
思
わ
ず
「
へ
ぇ
」
と
言
っ
て

し
ま
う
、
ト
リ
ビ
ア
の
第
４
弾
。
今

回
も
素
晴
ら
し
き
ム
ダ
知
識
（
ト
リ

ビ
ア
）
が
満
載
。
人
生
に
は
時
に
は

無
駄
な
こ
と
も
大
事
な
場
合
が
あ
る

ん
で
す
。�

����

十
三
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク�

　 

村
上
　
龍
（
む
ら
か
み
・
り
ゅ
う
）
作
　�

　
い
い
学
校
を
出
て
、
い
い
会
社
に

入
れ
ば
安
心
と
い
う
時
代
は
、
も
う

終
わ
り
ま
し
た
。
一
度
し
か
な
い
人

生
を
楽
し
む
た
め
に
、
自
分
の
好
奇

心
の
対
象
を
探
し
て
み
よ
う
と
著
者

は
語
り
ま
す
。
こ
の
本
は
子
ど
も
と

大
人
の
た
め
に
書
か
れ
た
百
科
全
書
。

あ
な
た
は
何
が
「
好
き
」
で
す
か
。�

�

魔
女
の
血
を
ひ
く
娘  

２�

　
　
　
　    

セ
リ
ア
・
リ
ー
ズ 

著
　�

　
前
作
は
、
古
い
キ
ル
ト
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
、
メ
ア
リ
ー
の
日
記
を

も
と
に
、
魔
女
と
し
て
英
国
を
追
わ

れ
た
彼
女
を
描
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

そ
の
続
編
。
ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
か

ら
の
メ
ア
リ
ー
に
は
、
ど
ん
な
人
生

が
待
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
波

乱
に
富
ん
だ
魔
女
伝
説
の
真
実
と
は
。

迎
　
春�

本
年
も
図
書
館
を
よ
ろ
し
く�

お
ね
が
い
し
ま
す
。�

新
春
は
、
１
月
６
日
（
火
）�

か
ら
開
館
し
ま
す
。�

大
盛
況
！�

●
お
は
な
し
ゆ
り
か
ご�

　
１
月
７
日（
水
） 

午
前
10
時
30
分�

●
お
は
な
し
探
検
隊�

　
１
月
10
日（
土
）　
午
後
２
時�

月
の
休
館
日�

毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

月
曜
が
祝
日
の
時
は
火
曜
日
も
休

館
と
な
り
ま
す
。

１
月
１
日
か
ら
５
日
・
12
日
・

13
日
・
19
日
・
26
日
・
30
日
が

休
館
と
な
り
ま
す
。

１�

　　
今
年
の
主
役
は
申
で
す
。
「
十
二
支

の
は
じ
ま
り
」
と
い
う
民
話
で
は
、
昔

あ
る
年
の
暮
れ
に
神
様
が
、
動
物
た
ち

に
お
ふ
れ
を
出
し
て
、
正
月
の
朝
、
御

殿
に
一
番
早
く
来
た
も
の
か
ら
、
12
番

ま
で
順
に
一
年
ず
つ
そ
の
年
の
大
将
に

し
て
や
る
と
約
束
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
１
番
が
ね
ず
み
、
そ
れ
か
ら
、
う
し
、

と
ら
、
う
さ
ぎ
、
た
つ
、
へ
び
、
う
ま
、

ひ
つ
じ
、
さ
る
、
に
わ
と
り
、
い
ぬ
、

い
の
し
し
。
さ
る
と
い
ぬ
は
、
御
殿
ま

で
の
道
中
け
ん
か
ば
か
り
し
て
い
る
の

で
、
間
に
に
わ
と
り
が
入
っ
た
そ
う
で

す
。
ど
う
し
て
、
身
近
な
動
物
の
ね
こ

が
入
っ
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
謎
は
１

月
の
お
は
な
し
会
に
参
加
す
る
と
分
か

り
ま
す
。

今
年
も
図
書
館
王
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
始
ま
り
ま
す
。�

　
第
１
回
目
は
、
「
大
型
か
る
た

大
会
」
か
ら
で
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
図
書
館
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
図
書
館
王
は
、
須
山
詩
歩

さ
ん
で
し
た
。�

おしの  パブリック  ライブラリー�

さ
る�

　
昨
年
の
12
月
14
日
（
日
）

に
、
行
な
わ
れ
た
図
書
館
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
き
き
み

み
ず
き
ん
の
大
型
紙
芝
居
や

小
学
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ

ン
ド
の
演
奏
で
、
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
満
喫
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。�
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Q Q
Q
Q

Q

Q

Q

Q

シ
リ
ー
ズ
男
女
共
同
参
画�
�

Vol.8

忍
野
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン�

進
め
よ
う
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

忍
野
村  

総
務
課  

男
女
共
同
参
画
事
業
担
当�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
５
５
・
８
４
・
３
１
１
１（
代
）�

忍
野
村
の
男
女
共
同
参
画
事
業
に
関
す
る
ご
意
見
、ご
質
問
は�

地
　
域
　
学
　
校
　
編�

◇
組
寄
合
で
は
、
女
性
は
お
手
伝
い
で
な
く
、
積
極
的
に
参
加
し
て
発
表
し
て
欲
し
い
。�

◇
酔
っ
払
っ
て
く
る
と
「
女
は
で
し
ゃ
ば
る
な
」
と
発
言
を
さ
せ
な
い
場
面
が
あ
り
、�

　
意
見
を
出
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。�

◇
組
寄
合
に
参
加
す
る
前
「
あ
ん
た
こ
れ
と
こ
れ
を
言
っ
て
き
て
」
と
は
っ
ぱ
を
か
け�

　
る
妻
。
生
の
声
を
伝
え
て
ほ
し
い
。�

◇
女
性
が
弱
い
な
ん
て
ま
っ
た
く
ナ
ン
セ
ン
ス
。
女
性
が
強
い
場
合
が
多
い
。�

◇
子
供
の
帰
り
が
早
い
と
、
誰
も
い
な
い
家
に
帰
っ
て
く
る
の
で
か
わ
い
そ
う
。
子
供�

　
に
対
す
る
社
会
整
備
や
母
親
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、行
政
の
協
力
を
願
い
た
い
。�

◇
村
の
審
議
会
や
議
員
も
女
性
が
半
数
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
意
識
も
変
わ
り
に
く�

　
い
の
で
は
な
い
か
。�

◇
各
種
団
体
や
世
代
を
越
え�

　
て
男
女
共
同
参
画
社
会
を�

　
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、�

　
一
人
一
人
の
気
づ
き
が
必�

　
要
。
男
・
女
で
な
く
、
人�

　
間
と
し
て
身
近
な
と
こ
ろ�

　
か
ら
実
行
し
て
い
き
た
い
。�

　
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
低
迷
な
ど
、
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
、
男
性
も
女
性
も
共
に
仕
事
や
家
庭
、
子
育
て
や
介
護
、

地
域
活
動
な
ど
お
互
い
に
両
立
で
き
る
環
境
の
整
備
と
、
一
人
一
人
の
意
識
の
向
上
が
強
く
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
忍
野
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
で
は
、
去
る
平
成
15
年
11
月
26
日
に
忍
野
村
長
を
は
じ
め
、
両
区
会
の
皆

様
と
の
懇
談
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

内
野
・
忍
草
両
区
会
の
皆
様
と
「
た
か
が
男
女
共
同
参
画
」
「
さ
れ
ど
男
女
共
同
参
画
」�

職
　
　
　
場
　
　
　
編�

◇
男
女
の
賃
金
格
差
が
あ
り
過
ぎ
る
の
で
は
・・・
。�

◇
能
力
あ
る
女
性
は
、
ど
ん
ど
ん
力
を
発
揮�

　
し
て
も
ら
い
た
い
。�

◇
よ
い
意
見
が
あ
れ
ば
、�

　
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。　�

　
男
性
と
し
て
も
サ
ポ
ー�

　
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い�

　
る
。�

◇
男
女
共
同
参
画
で
は
、�

　
企
業
間
で
取
り
組
み
に�

　
差
が
あ
る
の
で
は
？�■

企
画
／
編
集 

　
忍
野
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会�

　
文
／
渡
辺
　
実
・
鷹
野
真
実
子 

　  

イ
ラ
ス
ト
／
大
森
清
美�

家
　
　
　
庭
　
　
　
編�

◇
子
育
て
は
、
女
性
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
が
多
い
。�

◇
若
い
世
代
ほ
ど
夫
婦
が
協
力
し
て
や
っ
て
い
る
。�

◇
炊
事
、
洗
濯
、
育
児
な
ど
、
男
が
や
る
の
に
他�

　
人
の
目
が
あ
り
、
一
歩
踏
み
出
す
の
に�

　
勇
気
が
必
要
。�

◇
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
、
今
ま
で�

　
の
し
き
た
り
か
ら
脱
却
で
き
な
い
。�

◇
男
性
は
、
気
の
向
い
た
時
に
炊
事
な
ど�

　
好
き
な
事
し
か
し
な
い
。�

豆�

知�

識�

　自分らしく生きるために３つの必要なものがあります。�
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